
義務学会エユース務

昭和 53 年度定期総会開かる

昭和53年度定期総会議事録

f1 I1,J' 1将和53年 4 月 26 日(水)午後 2 時00分~3 時30分

場所鉄道会館ルビーホール

来京都千代田区丸の内 1-9-1

LUI出者 北川一栄他681名(内委任状による出席651 名)

L記のとおり出!市者が定款に定める定足数に達したの

で，定款第28条により jヒ )11会長が議長となり，議事録署

名人に，渡辺Rh，藤野和建の両氏を選 il\して議事に入る‘

;X~ 1 -.~}議案 l昭和52年度事業報告の(!I:

)又悶IJ:fI{l事より，昭和52年度事業報告を行ない，県議な

くボ認された.

江}2 号議案 II{{和ラ2年度決算報作の件

山本1刑事より，昭和52年度決算報告を行ない，県議な

く y承認された.

第 3 号議案昭和53年度事業日i 凶Iの件

出居理事より，昭和53年度事業計l由i案を説明し，原案

のとおり承認された.

第 4 号議案昭和日3年度予算案の{牛

山本理事より， f!{:!和 53年度i収支二予算案を説明 L，原案

のとも、り承認された

tX~ 5 .~}I議案 l昭和53年度役員選任のf'I:

昭和53年度の役員を選lH した(次号掲載).

第 6 号議案昭和53年度評議員の件

昭和53，ラ4年度の評議員を別J品のとおり選出した.

|二 5Cでト議案の審議を終了し，第 61!JI 日本オベレーショ

ンズ・リサーチ学会文献賞，治 2 四日本オベレーション

ズ・リサーチ学会実施賞，第 31司 H 本オベレ{ションズ

.リサーチ学会普及賞の発表ならびに表彰に入った.

np]ザ六彰委員長より選考経過の説明があり，会長より

第 6 回文献賞(土岩本誠・氏に，第 2111]実施賞は株式会朴

日立製作所に，第 31りlfT及賞(;1:，後藤正夫氏にそれぞれ

J受与された.

以jγで総会の議事を終 (L ， ，議長は r~1会を究した.

昭和52年度事業報告

1. 研究発表会およびシンポンウム

(1) 3J]17f1. 18 日の i，l~ 11 ，早稲川大学煙|学部にお

いて，第4111リ研究発表会を開催し， 19 日には， I1 本

出版版売制干ー子流通センターを見学Ltこ.

特別j テーマ システム・戸 f ナミックスとその周辺

404 

問題

特別講演 2 件，一般発表62件，ベ』パーフェア 19件

(2) 10月 3 f j, 4 11 の同日，広島大学仁学部において

!tH2同州究発表会を開催し， 5 H には，東洋工業紛

と宮J誌を見学した.

特別テーマ 実践的OR

特別講演 l 件，パネノレディメプJ ツンヨン (ORの実

践)，一般発表99件

(:1) 3 月 16 日，平稲杜i大学におし、て，第 5 凹シンボジ

ウム|数理計I由l法 J を開催した.

2. 総

定期総会

r、

コこミ

4 月 2511 ，第一勧業銀千 I 八点洲~ 1 支店会議室におい

て，定期総会を開催した.

3. 理事会・評議員会

昭和52年 4 月より理事会を 8 凶，評議員会を 11川目別催

4. 各委員会

編集委員会 121i11, 1 AOR委員会 71りJ，表彰委員

会 21 p l, iiJ F究持及委員会 6 匝|

5. 凶際協力

(1) IAOR i)nternational Abstracts in Operation, 
Research) ，;;/;、の発行に協力 L ， 1 AOR の凶|人J"tfi11J 

'â: h なった.

(2) 第 8 rQI 1 F OR  S 同際会議(1978年 6 月 1911(}J)

~6 月 2311 (金)カブダ・トロント)で発炎される学

会選出論文'の決定をした.

6. 刊行物

IJORSJJ Vol. 20 , No. 1 ， 2 ， 3 ， 4，及び l オ

ヘレーションス・リサーチj 第22巻第 3 号から第23巻第

2 号まで発行した.

7. IUI 究会活動

12の研究部会が活発なiVI究活動をすl なった.

8. 表彰

(1) 日本オペレ p ションズ・リサトプ-"f:会文献'iY

1) 第日同該当なし

2) 第 6 fiil “ A Class of Inverse Theorems on 

Recursive Programming with l¥1onotonicity" 

JORSJ , Vol. 20 , No.2 九州大学岩本誠一

(2) 卜i 本オペレ炉ションス・リサーチ学会普及賞

1) 第 21"1 森村英典東京工業大'学

2) 第 3 間後藤正夫参議院議員
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(:訪 日本オペレーションズ・リサーチ学会実施設'

1) 第 1 @l 東:!lli:燃料工業株式会社

2) 第 21司株式会社日立製作所

守. 普及活動

(1) ORサロン 第111.ilから第16凶まで 6 邸側催した

(2) 月例講演会 第58聞から第64聞をで 7 間開催した

(本音!I 3 @l，支部 4 凶)

10. 支部滋動{表 i 参総)

1 1.研究調査受託

環境庁よりの依頼による i 件.

12. 会員状況( 2 月末)

6 ，正会主主 17ラ3，学生会主主245，賛助会員 101

13. 創立20周年記念事業

(1) 懸賞論文

懸賞言語文の募祭を行ない下認の入選論文た決定し

炎彰した.

i 席該当なし

21腐 OR: 来し方行く米嫁 尚{妨衛大}

2I,\Ç- 企業と OR: 1980年代をE養護して

中筋後事選告近藤正湾， Jl泰 EB 栄二，

白石勝久(第一勧銀)

佳作 “オベレーションズ・ザサ{チ" の発展の

1978 年 6 月号

方向について三平武男(川崎製鉄)

幼記念講演会

各支部において本部より講締を派遣して 6 凶の講

義英会を隊機した，

(3) 表彩

学会に功労のあった下記の人々を表彰した.

会員:小林宏治，森口繁一，横山勝畿，松虫武運襲

撃審員 t 鈴木規子

い) 20周年記念備品の購入

学会潟織品として U-BixI500~旨 i 会購入した.

昭和52年度決算報告 (単位向}

(1) 紋入:会事費奴入28， 385，ヲ34 事業収入14， 348， 687

その他を含め歳入合計48， 427， 083

(2) 支出:実務業費 29, 762, 457 運営費 16, 030, 022 

歳出合計 45, 792 , 479 

当期残高 2, 634, 604 

昭和53年度事業計画

1. 研究発表会，シンポジウムおよび総会

(1) 研究発表会は普春秋 2 図，春季は 5 }j 3113 ， 6 月

i 自に北海道において，秋季は10月 20礼 21 日に東
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北海道|東 北!中 部[関 西 i 中国・四国 九

ず l 童書警査会 iEl 諜貧会;目 liiE宣会 ;il 童書重責会;目!融会 iE 直撃貧会 iE
2 1 研究会 3 回;研究会 3 回|臨雲表会;国!研究会 7回研究会 6 l日l
会 l 講演会 l 回|
講 i 月例講演会 1 回|講演会 1 回!月例講演会 i 回|月例講演会 I 回 I 20周年記念講演 1 月例講演会 1 回
演 • 20周年記念講演 I 20周年記念講演 I 20周年記念講演 I 20周年記念講演 l 会 l 回 20周年記念講演
会 会 1 回|会 1 凹!会 i 回|会 1 回 i その他 5 回会 l 回
出 |支部ニュース 12回|パネル討論会[予i

支部研究発表会ア|測は何故はずれる!
プストラクト 1 回|かJ 1 回

l支部会員名簿 1 回|
見学会 l 回|研究部会

i懇親ソフトボール!

|会員会

ナ1'[

書丘三
tゴ報動活部支表 1

ー
当

会
会
担

表
員
営

発
委
運
回

究
行
会
6

研
実
大
会

季
会
員

秋
大
図
委

版
そ
の
他

i 間 1

するとともに 5 部会を新設しその活動を開始する.

5. その他従米通り.

円)

34, 884, 960 

オペレーションズ・リサーチ

そ14, 989, 800 

(単位

(1) 収入:会費 28, 770, 000 事業

の他を含め合計 53 ， 480， 481

(2) 支出:管理費 15, 499, 000 事業費

その他を含め 53, 480 , 481 

昭和53年度予算

京において開催する.

(2) シンポジウムは 10月 19 1=l 青山学院大学で行なう.

(3) 定期総会は 4 月 26 日東京において行なう.

2. 刊行物:機関誌を12号，論文誌を 4 号，その他報

文集を適宜発行する.

3. 国際協力:第 8 回OR国際会議(1978年 6 月，カナ

ダで開催)に視察団を派遣する.

研究活動:既設の研究部会の活動を引きつづき推進
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jji五 Jニーニー;
昭和52年度の文献賞は，表彰委員会の推薦により広島

大学総合科学部助教授岩本誠一氏の論文“A class of 

inverse theorems on recursive programming with 

monotonicity , JORSJ , Vol. 20 , No. 2 , 1977 , pp. 

92~112 に授与することを理事会において決定，同氏は

4 Jj 26 日開催の昭和53年度定期総会において表彰され

7こ.

選ラ智恵由

著者は従来から動的計画，とくにマルコフ決定過程へ

の関心を示してきたが， 1975年以後は有限ステップの問

題におけるR. Bellman の最適性の原理の発想から直

接出発する形で[動的計画の逆定理j についての一連の

研究の成果を約10篇の論文ーとして内外の学術雑誌に発表

し，当学会誌1977年 7 ， 8 月号に逐次決定過程の意味に

ついて解説している.従来は単調増加だけ，または単調

減少だけの場合を考えていたが，この論文で

と単調減少の双方を含む7形移でで、成立することが結論づけら

れており，これは適用可能な問題範囲を大幅に拡大する

ことに役立っている.さらに一方の問題の解から他方の

問題の解を導く手順が明確化されるとともに， Bellman 

流の解法における反復過程の演算の作用素論的性栴に関

する将来の研究方向について，可能性が認められた.

岩本さんのプロフィール

岩本さん， OR学会文献賞

の受賞おめでとうございま

す.心からお祝L、申し上げま

す.

現在の所属は広島大学です

が，生粋の九州男児で，九州

大学理学部の計画数学講座で

は，北川敏男先生ならびに古川長太先生のご指導を受

けられました.当時私は同じ講座の学生で，それ以来

多くのご教示をいただいています.彼は確率的決定過

程のゼ i をしていて，数年後，古川先生と共同で，

Stopped Decision Process と名付けて発表されまし

た.このときに，培われた数理計画の概念が，いくつ

かの段階を経て，今日の動的計画論として開花したも

のと思います.動的計画で、発表された結果のうち，と

くに，線形計画における双対定理に対応した Inverse

1978 年 6 月号

以上の論文によって通常 Bellman 流の有限ステップ

の動的計画において表現されるタイプの問題を含む，よ

り広い範問を取り扱う場合に，一般的に主逆の問題対が

存在し，その聞において成立する逆関係を明確にするこ

とができ，この関係によって既知の具体的な問題型に対

して，新しい具体的問題例や関数関係が得られることと

なった.これらの成果は理論的にもまた応用の聞にも大

いに貢献するところがあり，この分野の研究方法につい

て将来の発展性を高めている.

岩本誠一氏略歴

昭和20年 8 月 15 日生

43年 3 月 九州大学理学部数学科卒業

45年 3 月 同大学院理学研究科終了(数学専攻)

の年 4 月 味の素側中央研究所入社

46年 4 月 福岡大学理学部講師

47午ー 7 月 九州大学浬学部助手

51年 6 月同講師

53年 4 月 広烏大学綜合科学部助教授現在に至る

i 第 2 回日本 OR 学会実施賞 i 

昭和52年度の実施賞は，表彰委員会の推薦により株式

会社日立製作所に授与することを理事会において決定

し 4 月 26開催の昭和53年度定期総会において表彰され

Tこ.

Theorem が彼の理論の中でひときわ光彩を放ってい

ます.またこの定理がたんに理論的探求だけでなく，

制御過程，配分過程など広範囲にわたる応用をめざ

し，次々と発表されつつあるので，これからは，とく

に応用分野の研究者に期待されるのではないでしょう

ヵ、.

店本さんには質実剛健という言葉がピッタリです.

当然，多くの人たちからの信望も厚く，その幅広い知

識や問題に対する鋭い洞察力が，若手研究者からの信

頼を築いています.九大のときには昼休みに若い仲間

たちといっしょにソフトボールをしたものでした.運

動神経が抜群で，スポーツマソらしい晴朗さやパイタ

リティーをそなえていて，このことがし、っそう岩本さ

んの人柄のよさを増しています.頭脳明断でだれから

も慕われる人物というわけです.

岩本さんがOR研究者のリーディング・ヒッターと

して，これからもなおいっそうご活躍されることを期

待しております安田正実記)
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選考理由

日立製作所は電機メーカーとして園内の重鎮であるの

みならず，世界の目立として国外に雄飛しているのは周

知の事実である.同社はORの重要性をつとに認識され

昭和26年に品質管理部会の中にOR分科会をつくり企業

内における ORの導入，普及および実施をはかられた.

その後この部会は次第に規模を拡大して，経営ならびに

エンジニアリングの両面に関する OR手法の研究，実施

およびORマンの教育に努力されてきた.現在この分fl

会は各工場，研究所より派遣された課長クラスの専門家

20名により構成され， ORの実践部隊に対して発言権を

もちこれを指導している.また各工場ならびに研究所に

おいては分科会がつくられ，それぞれの場所で発生する

問題に取り組んでいる.とくにシステム研究所において

は生産システム，公益システム等の広い範囲にわたるシ

ステムの開発にあたってORを駆使している

同社ではOR実施の鍵はORマンの養成にあることを

認識され， OR教育にも重点を置き努力を重ねられ過去

5 年間において 300 名にのぼる社員がこの教育に参加し

ている.またこれらの人々を中心とする研究・実施は過

去 10年間に，経営関係14件，開発関係 108 件，生産関係

225件，計430件にのぼり，その成果は論文として外部に

発表されている.ちなみにOR学会における春秋発表会

における発表件数は企業の中では群をぬいている.

以上同社における ORの組織および教育の確立，旺盛

なる実施活動とその成果の発表等を考慮して実施賞を受

けるに値するものと考えて，実施賞の授与を決定した.

;第 3 回日本 OR 学会普及賞;

昭和52年度の普及賞は，表彰委員会の推薦により参議

員議員後藤正夫氏に授与することを理事会で決定 4 月

26 日開催の昭和53年度定期総会において表彰された.

選考理由

最近ルーツを尋ねることが流行し，種々のルーツが話

題となっている.日本におけるオベレーションズリサ{

チのルーツをさぐると後藤先生のオペレーションズ・リ

サーチ導入に対する御努力を無視することはできない.

第二次世界大戦の終おまもないころ， ~I 本は自迷の中

にあった.総理府統計委員会の基準課長に在職された先

生はワシントンにおける 1 S 1 総会の報文集よりイェ

ツの“第二次世界大戦における英国の OR" としみ論文

に着日され，オベレーションズ・リサーチの必要性を関

係方面に紹介された.これが日本におけるオペレーショ

ンズ・リサーチの草分けといえるであろう ついで，昭

和24年にはベルンで開催された 1 S 1 総会の報文から O

Rの論文を蒐集し検討をはじめられ，さらに昭和26年に

行なわれた第二次ライス統計視察団の報告書の中で円本

の官rì'統計機関はオベレーションズ・リサーチを行なう

べきであるとし寸勧告がなされ， これが官，学， j!:主業界

の有識者の関心を高めるために役立った.モース，キン

ボーノレ共著の“オベレーションズ・リサーチの方法"は

ORの原典ともいわれるもので，先生は照有127年にこれ

を入手し中原，久慈，田原の諸氏とともに輪読をはじめ

られ，その後この翻訳が出版された.これが日本におけ

るオベレーショ γズ・リサーチの単行本として出版され

た第一号である.

昭和31年にはOR学会長1]立準備の発起人の一人として

規約の作成にあたられ， 32年の設立総会では仮議長をつ

とめられた.その後も学会の発展に貢献され，法人化，

IFORS 国際会議の日本開催に関しでも多大なる活躍

をされました.先生こそ日本における OR普及の第一人

者である.以上の理由で第 3 阿普及賞を後藤先生に授与

することを決定した.

学会会合記録

( )内は人数

総会 4 月 26 日 (7K) (29) 

研究普及委員会 5 月 8 日(月) (12) 

編集委員会 5 月 II 日(木) (11) 

理事会 5 月 17 日(水) (9) 

JlJft，-il沼I~I/Y-f 第23巻 (新シリーズ第 3 巻) 6 号通巻 210 号

北 111 一栄

昭和53年 6 月号

代表者

発行所 社団法人 日本オベレーションズ・リサーチ学会
事 113 東京都文京区弥生 2-4-16 学会センターピル

(電話 03-815-3351~2) 
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